
令和 6年度第 1回南魚沼市観光戦略策定委員会 議事録（要旨） 

 

とき ：令和 6 年 7 月 24日（水）13：30～15：30 

ところ：南魚沼市役所 小会議室 

 

１ 開会 

 進行：大野観光交流主幹 

２ 挨拶（西潟商工観光課長） 

 市長が不在のため、西潟課長から挨拶。本事業の概要を説明。 

⇒ 観光客の数が減り、地域課題が増大する中で地域経済を活性化させるために観光戦略の

策定が重要だと考えている。魅力のある地域とするために優先的やれることはやっていく。

最終的には戦略策定がゴールではなく、運営していく体制を考えていくことが本委員会で

検討していけたらいいと思っている。 

 

３ 自己紹介 

参加者自己紹介 

金子准教授ビデオ紹介 

⇒ 新潟県妙高市出身、56歳。新潟市に在住し、週に 1回大正大学へ講師に行っている。大

街区の地域実習として 2018年度から担当教員として関わっている。学生たちが南魚沼市の

魅力を敏感に感じており、休学してまで南魚沼市で滞在している人もいる。特に「人」「食

べ物」に魅力を感じている学生が多い。本会議としては戦略としていかにして外部へ打ち出

していくかを決める重要なものだと考えている。 

 

４ 議題 

（１）南魚沼市観光戦略戦略策定委員会設置要綱 （資料１）（山﨑主事より） 

⇒ 要綱の内容について説明。 

 

（２）委員長、副委員長の選任 

⇒ 委員より事務局一任の意見があり、事務局案として、委員長を金子委員、副委員長を羽

吹委員として提案。承認の声あり。 

 

（３）策定の進め方（案） （資料２） 

⇒ 山﨑主事より説明（現状の観光、戦略の必要性、策定の体制、スケジュール） 

 

（４）現状の共有について （資料３、４） 

1.南魚沼市観光協会の概要 



⇒ 南魚沼市観光協会 寺口氏より説明（地域 DMOとしての現状） 

2.来訪者、観光関連事業者アンケート結果 

⇒ サーベイリサーチセンター北陸事務所 鈴木主任より説明 

 

（５）観光戦略（案）について （資料５） 

⇒山﨑主事より説明 

 

【意見等】 

岡村委員 

・リピート率が高いことはいいことだが、新規顧客の獲得も大切だと考える。 

・資料４ P9について、観光客が考えている旅行目的と地域事業者のギャップについてはシ

ョッキングな結果だった。スキー場はスキーやスノーボードといった冬季の観光しか求め

られていないと考えていたが統計としては景色を求める顧客も多く、意識を見直すきっか

けだと感じた。 

・資料５ P4について、今後推進していくべき項目だと考えるし、食の関係でもそのように

なっていけたらいいと考える。 

・観光協会の部会でも米だけの売り方はいつか限界が来るのではないかと考えており、他地

域との差別化を検討していくところがだと思っていた。 

・宿泊税について、観光施策としていくら必要になってくるのか決める必要もある。世の中

の風潮だからと言って推進するべきではない。 

 

伊藤委員 

・議論するための充実したデータがあることはいいことである。 

・長野県白馬村の観光振興にかかわる企業とつながりがあり、ウィンターシーズンからグリ

ーンシーズンの観光にブランドイメージ転換をするのが難しいと言っていた。中長期的に

考えていければと思う。 

・資料５ P3について、緊急重要マトリクスの課題はこれらを案として、ガンガン検討して

いく必要があるのではないか。他の委員会の意見も踏まえて量的な結果と質的な意見、軸自

体を検討することも含めて今後の議論を活発化していきたい。 

 

・資料４ について、質疑 

①外国人の調査は考えているのか。またそういったデータはあるのか。 

（回答） 

 英語でのアンケートを実施したが回答者数が 4件となり、収集が難しい状況。インバウン

ド追加での調査も検討。 

 ②P6 事業所の今後の展望について、「よい」と答えている事業所は何があるのか。これら



が明らかになることで事業者自身の持続可能により、地域が持続できることにつながる。 

 

千喜良委員 

・資料５ P3について、伊藤委員の質問に付随して、「通信環境の整備」を優先度が低い課

題となっているが、冬季になると回線が滞っているような状況。この内容は今後ぶれないた

めにも重要なことであるため再度検討していくべき。宿泊税が右上にあるが、本当にアンケ

ートからなのか疑問である。 

 

羽吹委員 

・資料４ 策定の進め方について、戦略運営準備会で課題を練って、上にあげていくのか。 

（回答） 

すべての課題を検討するのは難しいので意見をもらいながら定例戦略ミーティングでも検

討し、案であるので、いろいろとご意見をいただきながら進めていきたい。 

・戦略運営準備会でも課題をたたいてもらえるのか。 

（回答） 

 そのように考えています。 

 

５ その他 

 サーベイリサーチセンター 熊谷主席研究員より「タグライン」検討の説明 

 

【意見】 

千喜良委員 

食といった部分で本気丼を実施しているが、当ホテルでもゲレ食として参加している。大変

好評でそれを求めに来る人もいる。お米を美味しいといったブランドイメージがあると感

じる。 

 

熊谷研究員 

 フラッグシップモデルとなるような丼があっていいと思う。ターゲットが重要になる。観

光地としてはワンコインで食べられることも重要だが、質のいいものを作りながら全体と

して底上げをしていくことがまさに戦略だと思う。 

 

千喜良委員 

 大盛りの定義もあいまい。 

 

熊谷研究員 

 いろいろな階層があっていいと思う、向かうべき方向性があると、本気丼を位置付けてい



くことができるといい。クラウンもあるがカローラもあって、それがトヨタといったイメー

ジ。 

 

寺口オブザーバー 

 外国人の調査について、外国語のチラシを作って依頼したが回答は 4件/14,500人中。雪

国観光圏でもアンケート調査を実施しているが、令和 5 年度分は 7 市町村で「3 件」。お願

いになってしまうが、外国人からアンケートを取る手法やアイデアがあればご教示いただ

きたい。 

 

千喜良委員 

外国人の来場者数調査があるが、とても苦労している。当ホテルではウェブ販売の時点で国

内か国外の選択をすることで確認できるが国別まではわからない。 

 

熊谷研究員 

 空港や駅などで直接聞き取る調査員調査が有効だが、実際に外国人がそれほどいるのか

が難しい。調査員のコストもかかる。それでできない場合は、インターネット調査。 

 

伊藤委員 

 実際に企業とタイアップして国際大学生を対象に数十人確保してモニターツアーなどを

実施したことがある。予算的な部分を含めて広域で実施することがいい。だが、毎年実施す

ることが難しい。 

 多言語化対応しているウェブサイトやパンフレットにアンケート QRを添付して入り口を

増やして通年実施することも可能。 

 

６ 閉会 

 第 2回は 11月中旬を予定 


